
 

 

 

 

 

 

 

 ＪＲ総連加盟各単組の春闘はいよいよ本格交渉を迎え、第１先行グループの鉄道５

単組は、連日、組合員の負託に応えるべく、春闘交渉を積み重ねています。 

現在、統一闘争として展開している「総合労働条件の改善」に係る交渉が中心とな

っていますが、各社は示し合わせたかのような常套句を使い、組合員の切実な要求に

対し、「取扱いを変更する考えはない」「実施

困難」などの姿勢を示しています。 

この間、組合員は新型コロナ感染症予防を

おこないながら、公共交通機関としての使命

を果たすべく、職場から安全輸送に徹し、コ

ロナ禍による厳しい状況を乗りこえるために

様々な施策にも協力してきました。 

また、日本の平均賃金は、この３０年間で

わずか４%程度しか増えておらず、私たちの

生活に直結する物価は上昇し続けています。 

その意味でＪＲ経営陣は、物価上昇分に対

する「賃金引上げ」はもとより、「定期昇給の

完全実施」は、組合員と家族の生活実感に応

える企業の社会的責務と言えます。未来に希望の持てる魅力ある会社にするためにも、

組合員の思いのこもった切実な要求を受けとめ、それに応える姿勢を示すべきだ！ 
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